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本書は，2004 年６月 27 日に行った生涯学習フォーラムの一日を紹介した
ものである．内容としては，「子どもをめぐる家庭と地域の課題」「創年の
学習課題と大学の役割」「市民が主役のまちづくりの現状と課題」「生涯学
習成果とキャリア開発」「生涯学習の振興方策とまちづくり」など各分野に
分かれ，議論したものを収録した． 
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